
ＩＣＴの効果的な活用授業改善 【事例】由布市立阿南小学校

理科の授業において、「聴く力」「伝える力」を育成するために、ロイロノート（共有ノート）を活用

実践事例の紹介

■Point
共有ノートを活用することにより、子どもたちは各個人の考えをリアルタイムで確認することができる。そのため、子どもたちは意見交

流の際に「話の要旨や相手の意図を考えたり、複数の考えを整理したりしながら聴くこと」や「事実と意見を区別したり、根拠を示したり、
話の順序を整理して話すこと」を意識しやすくなり、自分の考えをより深めることができる。

•理由をつけて
•内容を整理して

視点を明確化

•比べながら
•何を伝えたいか
考えながら

各班の実験映像は、みんなが視聴できる


